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社会教育を考えて

日本社会教育ミ学会々員安 田 陽 子

1 

社会教響を考えて、そとに展開されている事柄を求めて、資料を集めに、ある時、文部省、都庁、

低田谷125:役所を訪ねた。都成人大学校や区青年学級の講師補佐をした経験が出合いの初めであった。

十数年前VC*60 以来、教職(私立づ母校〉を決定した根底κも常VC社会教育があり、母親との面

接にもひき寄せて考えを進めていた。

そして今、北大の研究室へ参加を許された。昨年は教室が士別市民大学構想VC協力し、調査が進

められた。私は福祉関係と老人l投手寄調査に参加し、他の調査員との総合討議κ専を傾け、地方公共

団体の社会教育に出合ったことが、今後の研究に一歩を踏み出しました。

2 

士別市の教育委員会が行ってきた実践宏調査して、社会教育が住民K呼びかける回数にとも在っ

て返ってくみ住民の戸が大き〈をみ。演出の方法もあるのだが、社会教育が動いていることを感じ

た。実践が裏うちし評価κつながる分野での研究で、調査の結果から意識、思考を量的κ言十みとと

が可能である。

社会教育の主体者は社会にある個人で、個人の集合を劇団に、それカE社会の構成員と在る。儲々

人の自己教育を考えるの職業を生産関係に結びつける人間関係と居住地の地縁関係にとらえ、社会

学と民俗学に拡げ、さらt亡生活面が加わって社会編祉が社会教育の隣接部分t亡くみ。全体の中の個

人を求めて、政治機構が住民福祉Uてひきつけられるとすゐのもこの点から出る。

他方、生産機構の中で種々の規定を受けた人格が展開する社会と教育。人間が選択する主主主主機構

の社会と教脊。労働者の生産点が生活を規定する要素は学校教育の視点とは月Ijに社会人を教青ナゐ。

労働力再生援の維持を保つそれぞれの方法κ、施設、設備の利用もある。地方自治体が展開する講

座、学級、休脊は市民の教育要求に答える方法であゐ。個tてよりそって出発した教育力Z社会機構の

異念る中にあっても主体者に参与する教育。現在社会の生産を支えて働〈労働者、そして消愛者で

あh住民である。

3 

阻害館、博物館のイ樟地域での役割を考えてみよう。市民の受け止めはどうだろう。傾陽づ樟と

云われた時代を経て、現在は駅前再開発や石狩湾新港、小緯港と運河問題をかかえ、新市長は教育

問題、福祉予算を前面K押し、累積赤字財政をかかえた施政は大変であゐ。体育館も、婦人会館も

ある。総会福祉センターも活動している。各施設は館長に委任逮営され、予算が総まれている。中

小商工業都市であるとの地域で、ここに従事している労働者は余蝦時簡をどう利用しているだろむ

施設利用者数は一般に増えていゐと数は出ている。公報や新聞K告示している。

・阻害重富 市民に殺しまれている建物のIBさの中K収められていゐ蔵警は誇るべきものが多い。関
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参館が高校生の勉強室として良いか惑いか、という議論K従い、 2隠語覧室が閉められたり関かれ

たりしていた。一般閲覧者はいつも多〈は念い。移動図書館の主義が入って 2年白、児童貸出しが大

幅に増え、児童図参購入費も会予算の半分をふんで年度計盛をもった。児童文庫が増えた。母と子

の読書の輸が拡がるよ号 ('[0

・博物館 際史の空宇影を建物にひめ、暖房の念い展示室は寒さをこムえて援し左ければ可とら念い。

建物を訪ねみ道線もイ輔の歴史をたどる。総合博物舘として生れたが一人の学芸員がすべて見守る

不都合は、一時間館か?とも問題に念った。周辺地域のづ中生が見学のしなりを片手に見学旅行の

コースに組む。利用数は上昇を続けている。が中学生の間体見学者はほとんどをいと云号。団体行

動を取りにくくしている学校教育の現状が考えられる一場面である。青少年科学館にも中学生が少

念いとは何か問題があるのでは念かろ弓か。

大人も喜喜んで何酪でも見学できる内容をIH舎は持っているのK、その整備が充分で念い。時間と

費用を途方も念〈要するとの種の仕事は社会教育の深きであろう。心の故郷が建物K埋まっていゐ。

その発見と感動をづ婚にとそ期待したい。一般にはその存在も内容もまだまだ知られてい念いのが

現状である。

これらの施設が社会教育の場で一体化されていをいのが気VL~ るイ樟の状態で、社会教育課の事

業も共通部会が少~いのはど号したものだろ号。例えば相互に施設を利用して行事が計磁されたと

と会記憶していを ~o 社会体育もイ韓 Uてジャンプが育った時代とは役割がちがってきている。

小樽には水族館もあるがととではふれ ~~o

4 

社会教育が、今日より市民の日常に根づ〈ためにイ轄地方に社会教育安育てみ会を作りた凡そ

の準備を進めている。との言葉はイ樟市民にはまだ念じみが簿い。意識をもって参加した人以外に

は、公そら〈公ぼろげにしか受け止められてい念いのでは左いか。その内容を言葉で説明しようと

しても言葉が足 b~~。宣伝を切り出すには気はずかしい。社会教育従事者の数が限られている。

とん左と ζろに原因があるのでは念いか。地域社会K根を張った社会教育が成長するととを願って

いる。 (現在小橡市在住〉
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留間清男著作・目録(第一次)

一著書・共著・編著

教育Kなける計画化の概念(三井透編『教脊計画 jj 1 9 5 7年)

教育農場 50年岩波警底 1 9 6岳

生活教育論活村番応 1 9 4 0 

ニ研究論文・調査報告

感化事業(岩波講座教育科学 10 1932年)

農村教育運動(岩波講座教育科学 20 1933年〉

村づく bと人北海道大学教育学部紀要第5号 1 9 5 7年

労作教脊思想の袴検討(r教育 J1 9 3 4年 10月号)
児重保護法vc於けゐ文政裂とt血救製(r教育 J1 9 3 5年 11月号)
阿部重孝論(r教育 J1 9 3 6生存 1月号)
児童観と射舌教育(r教育 J1 1) 40年 1月号〉

村づくりの問題点(ヰ協道大学専門講廃記録「村づく bの調査と言畑と実施の方法」

北海道大学教育学部 北海道教育庁社会教育課 1 9 5 S年〉

ご研究動向・書評・解題・報告要旨

教員払底と教員待遇改善の指標(r教育 J1 940年 8月号)
教育科学研究会の使命と現状(r北海教育評論J1 9 4 0年 4月号)

城戸幡太郎箸「民主教育の立場からJ( r北海教育評論 J1 9岳 O年生月号〕

教育科学研究協議会の使命(r教育 J1 9 40年 7月号)
新教育体制の促進(r教育J1 9 40年 10月号〕

田村隆治箸「日本農村の文化遂動 jの響評(r教育J1 9 4 2年 sfJ号〕
教脊研究を打診する(r北海教育評論 J1 9 5 4年 10月号)

講義「生産力としての学力 J( r北海教育評論J1 9 6 3年 9・10月号〉

自評論・解説的論文・臨筆

lブラジル移民と教育m曙(r教育 J1 9 3 4年 7月号)
汎太平洋新教脊会議を杷憂すcr教育J1 9 3 5年 7月号)
松永氏の報告を読みて(r教育J1 9 3 5年 11月号〉
「宗教教育答申案 Jの歴史性cr教育 J1 9 3 5年 11月号)

転向学生と復校拒否 中等教育の後始末(r教育 J1 9 3 6年s月号〉
母子扶助法と商m法(r教育 J1 9 3 7年 1月号)
石井亮一先生と其の事業cr教育J1 9 3 7年 2月号)
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職業人の採用・資格検定規剣の条件分析(r教育 J1 ¥l 3 7年8月号〕

文部省をあばく(r教育 J1 g 3 7年 B月号)
圏民健康保険法案は伺宏示唆するか(r教育J1 g 3 7年 5月号)
社会科学教育運動(r教育 J1 g 3 7年 6月号)

阿部委主孝先生にささぐ(r教育J1 g 3 g年?月号)

旭川の教育人と北方教育社(r教育J1 g 3 g年 8月号〕

蒙護の教育と文化(r教育J1 g 3 g年 11 ~ 1 2刃号)
北海道教育と酪農文化(r北海教育評論J1 1)品。年1月号〕
瀬機支部会員諸賢に援す(r北海教育評論J1 1) 4. 0年 7月号〕

国民運動と歯民教育(r教育 J1 g 4. 1年 12月号〉

わがま ζ との教育(r北海教育評論J1 g 5 3年 8月号〕

見えざる手(r北海教育評論J1 9 5 3年 7月号〉

苦言と要議 第 8分科会の諸兄にな〈る ( r北海教育評論 J1 g 5 3年 11月号〕

教育と経営(iヰ協教育評論J1 9 5 5年 1月号〕

主5き教師にな〈る零(rヰ燐教育評論 J1 1) 5 5年 1月号)
北海道教育風土記(i北海教育評論J1 g 5 5年 2月号)

北斗開拓農業協関総合一~北海道教脊風土記z一一(r北海教育評論J1 g 5 5年 8月号)

村政と教育一一北海道教育風土記s一一(r北海教育評論J1 g 5 5年5・6月号)

冬島の青年グノレープー北海道教育風土言c4.一一(i北海教育評論 J1 g 5 5年 7・8月号)
岐路にたつ浅海漁業一一北海教育風土記 5一一(i北海教育評論J1 g 5 5年 9月号〕

教育の断層と産業教育一一北海道教育風土記 6一一(r北海教育評論 J1 g 5 5年 10月号)

と原因の分離について(r北海教育評論 J1 1) 5 6年1月号)

地域社会tていどすf学校一一北海教育風土記7一一(i北海教育評論J1 g 5 6年 l月号)

根室地症の教育点描一一北海教育風土記 8一一(i北海教育評論 J1 g 5 6年?月号)

村づ〈りと人間一一北海教育風土記9一一(i北海教育評論 J1 g 5 6生存 9月号〉

農業改良普及と学校教育(I)~(2)一一北海教育成土記 1 O~ 1 1一一cr北海教育評論J
1 9 5 6年 10 ~ 1 1月号)

父母と教前の結びつき一一ヰ協教育風土記 12一一(r北海教育評論 J1 9 5 7年2月号)
国漁にいどむ水産教育一一北海教育風土記 13一一(i北海教育評論J1 g 5 8年 1月号)

谷口江差町長に訴える(r北海教育評論J1 g 6 0年?月号)

計画教育というとと(iばいでいあJ第2号 1 1) 6 1年〉

奮発心はどうしたら起きるか ü)~仙 C r北海教育評論J1 g 6 2年8月号、レ 5月合併号、

6・7月合併号、 8fl号)

三つの課題 ω~(2) C i北瀧教育評論J1 1) 6 3年?月号、 11・12月合併号)

絞内雑記(r北海教育評論Jll)675手10月号)
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五鹿談記事

歌誌の草案業教育Vてついて、教育の断層をさぐる (北海道教育風土記をめぐって〕

(北海教育評論J1 9 5 s年 4月号)

六講演・シンポジウム発言・その他

「村づ〈りの調査と計図と実施の方法J専門講座、現地演習記録(総合討議)

北海道大学専門講座記録「村づ〈りの調査と計画と実施の方法」北海道大学教育学部 北海道

教育庁社会教育課 1 9 5 8 

わが教育・わが経営(r北海教育評論J1 9 6 0年 1月号)

特集パイロット・ファームと教育(意見発表) ~ 2回北海道教育社会学会Kなけるシンポジ

ウムの記録 ( 1-北海教育評論J1 960年 2月号)

※集録した雑誌は、「北海教育評論J(北海教育評論社〕幸子よび「教育 J(岩波審底)である。
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4月 3~l 3日

2 2日

5fl 

6月 7~8 日

1 5~16 日

2 0白

2 88 

7月 8~9 日

98 

1 6-21日

2 5日

29~30 日

26臼-8月138

8月 2~4 日

5~7 段

1 1-臼

研究室日誌 (昭和 50年度〉

熊石町調査参加一出稼ぎ問題一(神国〕

社会教苦手施設見学(道立阻害撃館~江別市中央公民館)

コミュエティ指定地域実態調査

O深川市 (16-17日) 0 清水町 (21-23日) 0千歳市(2 4日〉

臼本社会教育学会六月集会(東京)参加、報告(山田)r 地域に:j;~けるコミ

品ニティ研究の謀題と方法J

全国農民大学交流集会(山形)参加(美土路、藤田)

洞爺村予備調査

士別市予備調査

研究合宿、テーマ

o r地域と教育J 0 r農村vcネサずる労働力政策の展開j

生協問題学習会(話題提供、札幌市民生協・森本氏、北大生協・金子氏)

学生社会調査実習(洞爺村)

学部研究交流会、報告(山由)rコミュニティ政策と社会教育」
昭和50年度北海道地旺社会教育主導講習(於:北海道教育大学旭Jil分校〕

一講師として参加(美土路、山田)

青森県調査(出稼ぎrJ題)(神田〉

第 14回ヰ協道民間教育研究集会(帯広)参加(美土路、山回、高倉、木村)

士男Ij市予備調査(高倉〉

別海町識変(美土路、山問、木村、藤田、他学生2人〉

O農民の技術習得κ関する実態調査 O農村婦人の生活に関する実態調査

O農協・役場・改良普及所等の機関調査

25-29日 大学暁集中講義(藤谷俊雄誘鮪〉

31~9月 1 日 社会教育研究会題集会(長野)参加(木村)

9 月 20~21 日 市民大学シンポジウム(士別市)

o経過報告と今後のと bくみ(高倉)

O憲法・教育基本法・社会教育法の理念(山崎真秀助教授)

O社会教育の現状と社会教育計画の課題(美土路)

O社会体育の現状と動向(三好洋二講師)

Gコミュニティと社会教育(山田〕

1 0月 1日 社会教育施設見学(イ樽市体育館~博物館等)

3~6 日 士別市調査(美土路、山田、三好、高倉、木村、藤田、安田、他学生 3人〉

2 5~2 7日 日本社会教育学会大会(京都)

O 消費者教育V<::j;~ける対抗関係と到達点(美土路)
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1 1月 8-9日

1 2月22~23 臼

1月 6日

7 -88 

2月 7-8日

Oコミ江エティ政策と社会教育(山回)

O一般行政で行をわれている社会教育事業実態(高倉〉

O 出稼ぎ送出地域κ:j;~ける生活 e 教育問題(神田〕

。地域農業展開下の農村婦人の生活と学習(木村)

O地域の農業生産力構造の変化と農民の生活 e技術要求(藤田〕

てと別市調査務地報告会

研究合宿 Ci士別市になけみr市民大学講座』開設計画立案花関する助言J
作成)

北海道農業教育研究会設立総会(於:北大教育学部〕記念講演(美土路)参加

全道高等学校職業教育研究集会参加(山回〉

北海道教育学会研究大会、報告、参加

07 0年代V'e:j;'ける地域社会教育計画音色への接近(

O出稼ぎ農民問題と職業訟|練(神田〕

(学生部会〕

o農業近代化と農業改良普及制度の役割について(柳田)

O農家婦人の労働と生活一洞爺村の笑態分析を中心にー(千葉)

8 月 18~19 臼 北海道農業経済学会研究大会報告

。根鋭i酪農毒事業地帯の酪農民の現状と民主的発展の探究(木村〉

く昭和 50年度関迷講義・ゼミ〉

(学生)

O社会教育論(5 0年度前期)(担当 美土路〉

O農民教育論(5 0年度前期)(担当 山田)

O教育学概説N( 5 0年度後期)(担当 山田)

O農業協同組合論(農学部・通年)(担当 美土路〉

。社会調査実習(ゼミなよび調査(担当 美土路、山砲、高倉)

テキストーエングルス『イギリスに公ける労働者階級の状態J

O基礎ゼミ

テキストーマルクス f賃労働と資本JI(英語版)

Oゼミ(専門演習し1I) C担当 美土路、山盟、高倉)

前期テキスト一千野揚一他編著『現代社会教育実践講感(第1巻).!I 

後期テキストーレーユンrロシアに辛子ける資本主義の発展J
(大学焼〉

O大学院集中講義一講師・部落問題研究所所長藤谷俊雄氏

テーマr部落陪寵』
O大学院ゼミ『協同組合論JI(担当 美土路〕

-10岳ー

前期テキストー近藤康男藩『協同組合原論』

後期テキストー井上跨丸著『協同組合論』



。大学院ゼミ『資本論.JJ(担当 出回〉

O研究室会議(定例、月曜〕
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編 集 後 記

わたぐしたち北海道大学の社会教育研究グループがどん友勉強をしているのか、その一端(学生

の卒業論文の概要・感想・教官・大学院生の研究ノート;1:ど)をお咲日らせして、関係者の理論的・

実践的批判をいただき、さらKわたくしたちの研究と教育を発展させたいと考えて、研究室報会つ

〈りました。

とoて、広い意味での社会教育実践V亡奮斗左さっている方々との共同の場が開ける ζ とを望んでい
います。

かねてから研究室長では、現実の社会教育の舞台(rC;!甘いてみられる実態や変化Vてついて、現場から

の御協力をいただきながら、主，-j:qとふれて実施してまいりました。そして、独El{rC報告書をまとめ

て、可能念かぎり得られました資料を現場K反映していただ〈べ〈、印刷配布してまいりました。

銃K過去 3屈発行してなDます注。

今回は冒頭K述べました考え方の下?と、従来のものとはスタイルを異Kしてなります。

さいわい、研究室の教室、大学院及び実際K共向して研究K参加している学外者や卒論をまとめ

た4年目学生全員から原稿を得るととができました。ただ8年目ゼミナリステンからの原稿がl本

もょせられ念かったことがさみし〈感ぜられます。

念主子、本報巻末の留問清男元教授文献目録の作成Vてついては、大学説博士課程の神忠嘉延、修士

課程の藤間昇治が、全体の編集には研究室助手高倉嗣局、前出大学院 2名及び同博士課程の木村純

が主に担当いたしました。

本報印刷発行Kあたって、学部事務や印刷関係者の多大念協力を得たととK謝意を表するもので

あります。(高倉記〉

(注) 1. 都市青少年集団f活動調査一昭和 43年 3月

2. 社会教育主事Vてついての基礎調査報告 (I)一昭和46年 8月

3. 社会教育主導K演する慕礎調査報告 (II)一昭和 50年 8月

北海道大学教育学部社会教育研究室長報

発行者 北海道大学教育学部社会教育研究室ー

(札幌市北箆北 11条西 7了呂)

印刷者 北大生協プリント部

発行日 昭和 51生存 3J3 3 1日

〈非売品〉
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